
今や就活時の必需品となったスマートフォン。 時間との勝負になる人気企業の説明会へのエントリーや企業の情報をいち早くキャッチす
るなど、就活生にはなくてはならないツールになっているが、一番迷うのはその機種の多さ。 今回は就活時における iPhone と
Android の違いを５つのポイントで解説！ 自分に合うスマホはどれなのか参考にして欲しい。

スマホ活用術vol.6

どっちがいいの！？「iPhone」VS「Android」
就活必需品のスマートフォンの選び方

サイト閲覧と入力速度を重視するなら Android。簡単操作と豊富なアプリを使いたいなら iPhone を選

ぶと良い。もしスマホ初心者ならば iPhone から始めるのをおすすめする。なぜなら操作が統一されて

いて、何をどう見たらいいのか、どこを押したらいいのかルール決めがされているため、直感的に操作

できるからだ。iPhone も Android もそれぞれ一長一短があるのでまずは店舗で実際に触ってみてほし

い。就活の大きな力となるので是非、この機会に自分に合ったスマートフォンを見つけてほしい。

サイト閲覧 電波・速度 テキスト アプリ 簡単さ比較まとめ

就活生にとって一番重要になるサイト閲覧だが、iPhoneはFlash未対応のため、
閲覧できないサイトが出てくる。Android はフル Flash 対応により PC と同様
に企業サイトを見ることができるため、Android が優勢。しかし、今は両方に対
応するために Flash を避けてページを作成する企業も多くなっている。

PC サイトは見れるのか？

iPhone Android

Android アプリは制作者が自由な場所にボタンや入力項目を設置できるのに対
し、iPhone アプリにはルールが決められており、どのアプリでも同じような操
作で直感的に操作することができる。初心者はもちろん、様々なアプリや情報を
調べるときも、同じ動作でストレス無くできるため iPhone の方がやりやすい。

操作は簡単かどうか？

iPhone Android iPhone Android
便利なアプリで最新情報をキャッチしたり、スケジュール管理ができるのがス
マートフォンの大きな強み。Android、iPhone 共に、就活に活用できるアプリが
多数リリースされているが、今現在はアプリの数の多さや他アプリとの連携機能
などは iPhone の方が充実している。

就活に便利なアプリはあるか？

エントリーフォームなど項目を素早く入力するのも、就活生にとっては必須スキ
ル。Android には「ATOK」や「simeji」といった入力補助アプリがあり、日本語入
力を手軽に素早く入力できる。一方、iPhoneは現行のバージョンで変換がスムー
ズにはなっているが、入力補助アプリは無いためAndroid が優勢。

テキスト入力については？
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外出が多い就活生にとって、いつでもどこでもネットに繋がることも大切。
iPhone は au、SoftBank から出ており、Android は全てのキャリアから出てい
る。回線の差はあまりなくなったため、引き分け。また、今はモバイル型インター
ネット（wifi）も普及しているため、キャリアにしばられることも無くなった。

電波や感度、速度は？

様々なキャリアからでているwifiは iPhone/Android 両方利用できる

今回比較したのはこの２機種
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 iOS 5

Apple A5 1GHz Dualcore

512MB

16GB/32GB/64GB

800万画素AFあり フラッシュ付き

3.5 インチ (640×940)

115.2(H)x58.6(W)x9.3(D) mm

140 g

Android 2.3

Qualcomm APQ8060 1.5GHz Dualcore

1GB

16GB

810万画素AFあり フラッシュ付き

4.5 インチ (480×800)

130(H)x69(W)x9.5(D) mm

130 g
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